
バードセーバーづくりイベントの開催
【開催概要】

日時 令和元年11月10日（日） 9:00～10:30
主催 タンチョウも住めるまちづくり検討協議会 地域づくり専門部会
参加者 子ども12名、大人16名（長沼おっ鳥クラブを含む）
運営 地域づくり専門部会２名、長沼町２名、長沼おっ鳥クラブ

【実施内容】

バードセーバーの台紙（チゴハヤブサ）

①バードセーバーづくり

ガラスに小鳥が衝突してしまうバードストライクの問題とその対策を説明。
対策の一つとして、バードセーバーを作った。
子どもたちは、チュウヒとチゴハヤブサを模した台紙に色を塗り、ハサミで
切り抜いて、鳥の駅マオイトーの窓に貼った。

バードセーバーづくりの様子 窓にバードセーバーを貼った
鳥の駅マオイトーの前で記念撮影

②舞鶴遊水地に飛来した野鳥の観察

双眼鏡を貸し出し、野鳥観察を行った。
観察にあたって、長沼おっ鳥クラブが遊水地に飛来す
る渡り鳥について解説した。
堤防に飛来したタンチョウも静かに観察した。

長沼おっ鳥クラブによる野鳥解説

過年度に作成したバードセーバーは、
町内の施設に移設

 長沼町役場 政策推進課
 長沼町児童センターぽっくる
 森下松風庵
 長沼マルシェ


